
Version 15 新機能概要



はじめに

• 本資料はRaySheet Version 15（2023年6月28日リリース）の
新機能の概要を説明するものです。



1. MiiTel連携 - RaySheetで電話発信や応対履歴の確認をスムーズに実現

2. レコードページに埋め込んだRaySheetPageの改善
① 初期描画速度の改善（RaySheetPage LWCを追加）

② RaySheetPageのタイトル表示

3. iPadでの利用をサポート

新機能一覧



Salesforce Open CTIに対応したことでMiiTelとの連携を実現

• RaySheetで電話発信や応対履歴の確認、メモ登録を１つの画面で完結

新機能

1画面ずつ
開いて架電

１画面ずつ
開いてメモ登録

関連オブジェクト ToDo

件名

MiiTel対応履歴

MiiTel対応履歴

通話終了時間

2023/2/15 14:25

2023/2/19 16:13

次回アクション

電話

打合せ

氏名

佐藤 隆司

小野 康太

電話

050-1234-5678

050-0000-1111

会社名

メシウス株式会社

株式会社スタンドテクノロジー

通話内容：
0:31 (顧客) 業務システムは社内検討中です。
0:53 (オペレータ) かしこまりました。では
1:16 (顧客) 承知しました。

項目

メール

takashi.sato@xxxxxxx.com

Ｋkota.ono@xxxxxxx.com

MiiTel対応履歴 2023/2/15 14:25 電話

1Clickで 
通話開始

メモ
登録

1. MiiTel連携

インサイドセールス業務を効率化

MiiTel連携によって以下の操作をスムーズに実現

• 架電リストから1Clickで電話をかける

• 次回アクションのメモを登録する

• 対応履歴を確認する

• 現在の業務進捗状況を把握する

Before

After



1. MiiTel連携

ユースケース：【担当者向け】架電業務を１つの画面で完結

• 架電時、架電後の業務をスムーズに実行

新機能

１クリックで
通話開始

通話終了後に
次回行動を登録

リストを絞り込んで
未コールの状況確認

日々のインサイドセールス
業務で活用



1. MiiTel連携

ユースケース：【マネージャー向け】担当者ごとの実績を集計して進捗状況を把握

• 日次や週次の集計結果から担当者ごとの業務進捗状況を把握することが可能
• 同じ画面で応対内容もすぐに確認できるのでスムーズなフィードバックが可能

新機能

担当者ごとに
実績を集計

応対内容の
詳細情報

文字起こし
された通話内容

担当者との週次ミーティング
や業務実績確認で活用



2. レコードページに埋め込んだRaySheetPageの改善
改善項目

① 初期描画速度の改善

• LightningアプリケーションビルダーのRaySheetPageコンポーネントにLWCを追加

• RaySheetPage LWCを使用することでレコードページの初期描画時間を改善

レコードページを
表示

レコードページの初期描画処理
描画
完了

RaySheetPage LWC

RaySheetPage Aura

レコードページの描画処理完了までの時間を約10%短縮
※ 1つのビューを使用時の当社測定値に基づく値になります

RaySheetPage LWC
バージョン15から追加したコンポーネント

RaySheetPageAura
以前のバージョンから提供していたコンポーネント



2. レコードページに埋め込んだRaySheetPageの改善
改善項目

① 初期描画速度の改善

【注意点：RaySheetPage LWCを利用するには】

• RaySheetPageコンポーネントをAuraからLWCに手作業で置き換える必要があります。

• アプリケーションビルダーにて以下の手順で置き換え作業を実施してください。

【置き換え手順】

1. RaySheetPageを置き換えるページでLightning
アプリケーションビルダーを開く

2. 左側のコンポーネント一覧から「RaySheetPage」
をプレビューエリアのRaySheetPage Auraのすぐ下
に配置する

3. プロパティエリアでRaySheetPage Auraと同じ値を
RaySheetPage LWCに設定する

4. プレビューエリアのRaySheetPage Auraを削除する

5. Lightningアプリケーションビルダーを保存をして終
了する

手順2 手順3
元から配置していた
RaySheetPage Aura

RaySheetPage LWC
を追加



2. レコードページに埋め込んだRaySheetPageの改善
改善項目

② RaySheetPageのタイトル表示

• Lightningアプリケーションビルダーで配置するRaySheetPageに任意のタイトルを設定することが可能

• RaySheetのビューに設定している名前と異なるタイトルを設定することが可能

RaySheetPageのタイトルを入力

RaySheetのタイトルバーを非表示にすれば
柔軟にビューのタイトルを変更できる



3. iPadでの利用をサポート

iPad Safari（ブラウザアプリ）を動作保証環境に追加 ※1 

• PC利用に不向きな「現場」でもiPadからデータの確認や登録を行うことが可能

• 現場からSalesforceのデータを確認、登録することで業務効率化を実現

紙で実施していた点検や検査業務を効率化

• 製造品質の管理／工場装置の点検などのデータをすぐに登録

• 紙で点検を実施後にあとからまとめてデータ登録

• 情報共有までに時間がかかる

Before

• データ入力コストの軽減

• 現場・管理者間で正確な情報共有

After

現場に
移動

現場業務
iPadで点検表

に入力

改善項目

※1:Salesforceモバイルアプリケーションでの動作はサポートしません

管理者に報告
情報共有

紙の点検表
の準備

現場に
移動

現場業務
紙の点検表に記入

事務所
に移動

事務所業務
紙の点検表からPCで
転記

管理者に報告
情報共有
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